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交通インフラの整備がぞくぞくと進むアジア圏。今回は、弊社社員が台湾を訪れた際に実際に体験し
た、台湾高速鉄道の様子、さらにはアジアの交通インフラの発展と日本の関わりについてご紹介します。

●進化するアジアの鉄道網
東南アジアやインドでも、高速鉄道計画が持ち上がっ

ています。経済成長と人口増加で都市間の大量輸送需要
が高まっているためですが、移動時間の短縮で人の往来
が活発になることで経済全体へのプラスの波及効果も期
待されています。

これらの高速鉄道計画は、構想段階を含めて総延長が
約１万キロメートル（日本の新幹線の4倍以上）にも及
ぶとみられ、日本をはじめ各国の鉄道関連企業にとっ
て、大きなビジネスチャンスになりそうです。

例えば、２０１３年５月には日本とインドの両政府が
インド最大の都市ムンバイと工業都市のアーメダバード
を結ぶ高速鉄道の共同調査に合意しました。このよう
に、日本は政府を挙げて受注獲得に力を入れており、イ
ンドで日本の新幹線に乗れる日も近いことでしょう。

●快適な台湾新幹線
朝８時半、始発駅の台北駅から台湾高速鉄道（台湾

新幹線）に乗車しました。
隣駅の板橋駅で早くも普通車とビジネス車（日本の

グリーン車）がほぼ満席に。利用者はビジネスマンか
ら旅行者まで幅広い印象です。

車窓からは田園風景や山々に加え、台湾が得意とす
るＩＴ関連の工場などが見えました。

途中の台中駅で半分近くの人が下車し、１０時過ぎ
に高雄の左営駅に到着。高雄は台湾南部にあるアジア
有数の港湾都市です。駅は中心地から離れているもの
の真新しく綺麗で、日本の三越百貨店が隣接するな
ど、賑わっていました。

距離にして約３５０キロ（東京から名古屋ほど）、
約１時間半の旅でしたが、車内は綺麗で乗り心地もよ
く快適で、「また利用したい」という気持ちになりま
した。

台湾高速鉄道
（台湾新幹線）

（出所）国土交通省鉄道局

車両は東海道新幹線「ひかり」として活躍中のN700
系を改良した日本製です。その為、別名「台湾新幹
線」と呼ばれ、親しまれています。男性用トイレにカ
ギが付いているほかは、大きな違いはありません。

アジア圏の主な鉄道計画


